
令和６年度県立高校魅力アップ推進事業 

 
「語学教育推進（英語以外）ハングル講座①」 

 
７月２２日（月）に本校同窓会館においてハングル講座「『韓国あれこれ情報』韓国のいろいろな情

報をクイズ形式で学ぶ」が開催されました。講師は韓国民団兵庫県本部事務局長の金相英先生でした。

受講者は本校生徒と保護者の方々でした。金先生は、兵庫県の在日韓国・朝鮮人の歴史の話をした後に

韓国歴代映画の人気ランキングなどをクイズ形式にして講座を進められました。韓国語と日本語の比較

をして、韓国語のよく使う簡単な言葉で会話の練習をしました。その後、韓国語の書かれたカードと絵

の描かれたカードとの神経衰弱を３つのグループに分かれて行いました。競技後、金先生から 1位から

３位の受講者チームに賞品が渡されました。受講後の感想では、「クイズもゲームもとても楽しく韓国

の文化も知ることができてよかったです。」とありました。有意義な時間をすごすことができました。 

 
１ 日 時  令和６年７月２２日（月）１３：３０〜１５：００  

２ 講 師  金 相英先生（韓国民団兵庫県本部事務局長） 

３ 参加者  生徒５名、保護者３名 合計８名 

４ 内 容  『韓国あれこれ情報』韓国のいろいろな情報をクイズ形式で学ぶ 

       ・兵庫県の在日韓国・朝鮮人の歴史 

       ・日本に住む在日韓国人に関して 

       ・名前に関する比較 

       ・韓国歴代映画、日本歴代映画（みんながすすめる）の人気ランキング 

       ・韓国語と日本語の比較 

       ・韓国語 使ってみよう韓国語（よく使う簡単な言葉）、（動物園編） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 感想   

・とても楽しかった。日本韓国の文化の違いを知ることができてよかった。 

・ハングルをもっと上達できるように頑張りたい。 

・ゲームが最高にたのしかったです。 

・韓国と言う国をほとんど知らなかったけれど、現在に至るまでの過去であったり、経緯を知ることが 

出来てとても興味を持つことができました。 

・ハングルをもっと学びたいなと思いました。 

・ハングルは発音が難しかったですが、いろいろと実際に発音して会話することで慣れることができま 

した。 

 

 

 

 



「語学教育推進（英語以外）ハングル講座②」 
 

７月２３日（火）に本校同窓会館においてハングル講座「『韓国でよく使う日常会話のフレーズ（初

級編）』韓国の日常で使う会話や表現、フレーズを学ぶ」が開催されました。２２日に続き、講師は

韓国民団兵庫県本部事務局長の金相英先生でした。 

受講者は本校生徒と保護者の方々でした。本日は韓国語と日本語の比較についての話を聞いた後、

数字の数え方から数字を使っての会話の練習をしました。その後、韓国語の書かれたカードと絵の描

かれたカードとの神経衰弱を行いました。その後も次々とカードを合わせることができ、カードを取

り合うゲーム展開となりました。今回も金先生から 1位から３位の受講者チームに賞品が渡されまし

た。受講後の感想では、「とても楽しかった。韓国に行くための勉強になった。」とありました。前回

に続き、有意義な時間をすごすことができました。 

 

１ 日 時  令和６年７月２３日（火）１３：３０〜１５：３０  

２ 講 師  金 相英先生（韓国民団兵庫県本部事務局長） 

３ 参加者  生徒４名、保護者１名 合計５名 

４ 内 容  『韓国でよく使う日常会話のフレーズ（初級編）』 

韓国の日常で使う会話や表現、フレーズを学ぶ 

       ・韓国語と日本語の比較 

       ・数字の数え方①、② 

       ・使ってみよう韓国語（月日、曜日） 

       ・使ってみよう韓国語（日時を使った会話文） 

       ・使ってみよう韓国語（恋愛編） 

       ・使ってみよう韓国語（韓国旅行編） 

・韓国語（魚、動） 

・カードゲーム（神経衰弱） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 感想   

・4 月から、NHK ラジオで「韓国語」をはじめました。なかなか難しく感じていましたが、今日の講義

を受けて楽しく学べました。子どもの同学年の子たちと一緒に学べて新鮮でした。最後のゲームは、

やはり記憶力の劣えを実感しました。また、機会があればぜひ参加させていただきたいと思います。 

 （保護者） 

・今日は 2 日目で、昨日参加したメンバーもたくさんいて、楽しくできました。簡単なワード、単語、

数字がたくさん学べてとても勉強になりました。もっと韓国が知りたくなりました。 

・さらに韓国語を学びたいと思うきっかけになりました。 

 

 

 



「美術講師による異文化理解講座に関する実技指導」 
 

１ 日 時  令和６年９月１７日（火）１１：３０～１２：２０  

２ 講 師  高山 滉平先生 

３ 参加者  ３年次生徒３０名 

４ 内 容  「自分だけのもようを楽しもう！（ハングルを使用して）」 

       ・もよう（１うろこ、２花、３四角）をくりかえして描く。 

・もようをハングル「わたし」の中にもようを描く。 

        

 

５ 感 想  ・単純な形のもようを繰り返すと、複雑でおもしろいもようになったので描いていてお

もしろかった。 

       ・サインペンでもようを描くので失敗がゆるされず緊張しました。 

       ・わたしというハングルの形がもようで消えるかと思いましたが、意外とできあがった

もようにはハングルの文字が浮かび上がっていました。 

        

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              


